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2020 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２２年 10 ⽉ 27 ⽇ 
● 事 業 名 ： ニラサキサラニ 〜実践型若者プレイヤーズ育成プロジェクト  
● 資⾦分配団体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈富⼠⼭クラブ（甲信地域休眠預⾦等活⽤コンソーシアム） 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈河原部社 
 

①  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗状況＊ 

若者プレイヤーたち
がいつでもコミュニ
テ ィ に ア ク セ ス で
き、⾃分以外の若者
プレイヤーとの交流
や今後の活動につな
がる情報共有の機会
を提供する。 

①若者プレイヤーのコミュニテ
ィが⽣まれたかどうか 
②コミュニティへの参加⼈数 
③若者プレイヤーが情報交換・
交流するための拠点（オンライ
ン/オフライン）が整備されたか
どうか 
④交流拠点の運営収⽀状況 
⑤コミュニティ参加者同⼠のオ
ンライン/オフラインでの交流
(イベント)回数 

①コミュニティが
形成されている。 
②30 ⼈ 
③オンライン/オ
フラインでの交流
拠点がある。 
④ ⿊ 字 化 し て い
る。 
⑤5 回 

①2021/10 
②2024/3 
③2022/1 
④2024/3 
⑤2024/3 

①TUM キックオフミーティン
グの実施・オンラインコミュニ
ティへの加⼊を持ってコミュ
ニティが⽣まれていると判断。 
②2021 年 9 ⽉８⽇に初期メン
バー７名でオンラインコミュ
ニティ⽴ち上げ後、2022 年 9 ⽉
30 ⽇現在 16 名が加⼊。 

③拠点の整備が完了している。 
④拠点の運営が開始したばか
りのため、収⽀計算は⾏ってい
ない。 

⑤未実施 
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若者プレイヤーのコ
ミュニティでプロジ
ェ ク ト が ⽴ ち 上 が
り、若者プレイヤー
がプロジェクト⽴ち
上げのスキルや経験
を得る機会を提供す
る。 

①プロジェクト⽴ち上げに関わ
るワークショップ・ディスカッ
ションイベントの実施回数 
②実践されたプロジェクトの数 
③プロジェクトの種類の多様性
で測定 
④⾃⾛しているプロジェクトの
数 

①3 回 
②4 プロジェクト 
③２つ以上の異な
る分野からプロジ
ェクトが⽣まれて
いる 
④２プロジェクト 

①2024/3 
②2024/3 
③2024/3 
④2024/3 

①未実施 
②０件 

③プロジェクト未実施のため
なし 

④０件 

 
 

3 
※事業計画
書のアウト
プットに対
する活動時
期に基づい
て判断 

コミュニティの存在
や若者プレイヤーの
活動を可視化し、地
域内外の若者に広く
認知されるための活
動を実施。 

①拠点開放⽇の利⽤者数 
②情報公開の回数 

①利⽤者延べ数 20
⼈/⽉ 
②⽉ 1 回 

①2024/3 
②2024/3 

①拠点開放をしていないため
計測なし 
②2021 年 5 ⽉より noteにて計
10 回の活動報告を実施 

3 
※事業計画
書のアウト
プットに対
する活動時
期に基づい
て判断 

実⾏団体が持つ、地
域社会や⾏政等のス
テークホルダーなど
の⼈的資源を若者プ
レイヤーとつなげる
仕組みを構築する。
同時にステークホル
ダーと直接繋がる機
会を提供する。 

①地域のステークホルダーと若
者プレイヤーの交流の回数と状
況 

① 年 10 回 ①2024/3 Noteを活⽤し、進捗報告及び
イベント開催のお知らせを合
計 3 回更新（2022 年 5 ⽉７
⽇、6 ⽉ 18⽇、7 ⽉５⽇/2022
年 4 ⽉〜8⽉末⽇の間） 

※③広報参照 

3 
※事業計画
書のアウト
プットに対
する活動時
期に基づい
て判断 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容  þ 短期アウトカムの表現  þ 短期アウトカムの指標 ☐ 短期アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
コロナウイルス拡⼤時期のイベント実施については、⾏政から⾏動制限に関する通達がなかったため、オフラインで開催したこともあった
が、⼈数を絞っての開催とした。 
本事業は PM１名、専従者 1 名の計２名体制のため、万が⼀スタッフのコロナウイルス感染により業務が滞るリスクがあることから、クラ
ウドサービスやオンラインタスク管理サービスを利⽤し、事業の実施状況や実施内容について専従スタッフを介在せずともアクセスできる
ような仕組みを構築した。 

 
③ 広報 (※任意) 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
https://note.com/kawarabe/m/m1d76e81407f3 
https://www.instagram.com/workspace_tum/ 

2.広報制作物等 
 WORKSPACE TUM ショップカード（2022 年 8⽉作成/発⾏枚数 200枚/WORKSPACE TUM広報のため作成） 

 
3.報告書等 
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2020 年度事業 中間評価報告書（実⾏団体） 

評価実施体制 
内部／
外部 

評価担当分野 ⽒名 団体・役職 

内部 中間評価スケジュール・予算マネジメ
ント 

安⾥⾼祐 NPO法⼈河原部社事務局⻑ 

内部 中間評価報告書作成、データ収集・分
析 

本⽥美⽉ NPO法⼈河原部社休眠預⾦事業 
プロジェクトリーダー 

外部 評価計画及び評価報告書作成の指導・
助⾔ 

⾼橋潤 公益財団法⼈⻑野県みらい基⾦ 理事⻑ 
甲信地域休眠預⾦等活⽤コンソーシアム
プログラム・オフィサー 

外部 評価計画及び評価報告書作成の指導・
助⾔ 

⻘⽊直⼦ 認定 NPO法⼈富⼠⼭クラブ 
甲信地域休眠預⾦等活⽤コンソーシアム
プログラム・オフィサー 

外部 評価計画及び評価報告書作成の指導・
助⾔ 

 ⽇本ファンドレイジング協会 
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A）事業のアウトカムの進捗状況の評価 
① 短期アウトカムの進捗状況 

アウトカムで捉
える変化の主体 

指標 ⽬標値 
達成時

期 
これまでの活動をとおして把握している変化・改善状

況  
コミュニティ内
の若者プレイヤ
ー 

若者プレイヤーコミュニティ
内で活発な交流・情報共有が
⽣まれているか、及びコミュ
ニティ形成前後の若者プレイ
ヤーたちのプロジェクト⽴ち
上げに対する関⼼度の変化を
直接観察・アンケートによっ
て測定。 

コミュニティへの参
加を通して、若者プレ
イヤーとして⾃らプ
ロジェクト⽴ち上げ
への興味関⼼・意欲が
あり、プロジェクトへ
も積極的に参加した
いと思っている。 
 
 

2023 年
1 ⽉ 

• 拠点が想定よりも積極的に活⽤されており、偶然そ
の場に居合わせた若者同⼠の交流が⽣まれている。
事業開始前と⽐較して交流の機会が⽣まれている。 

• 交流の機会が増えている⼀⽅で、プロジェクト⽴ち
上げにつながるような情報交換が⾏われていると
は⾔えない状況である。 

情報交換の頻度の低さからも、プロジェクト⽴ち上げに
対する関⼼度の変化は⾒られない。 

コミュニティ内
の若者プレイヤ
ー 

プロジェクト参加前後の若者
プレイヤーたのプロジェクト
⽴ち上げへのビジョンの変化
を直接観察・アンケートによ
って測定。 

プロジェクトへの参
加を通して、⾃らプロ
ジェクトを⾏うため
に必要な経験やスキ
ルをひと通り持って
おり、いつでも新規プ
ロジェクトを⽴ちあ
げられる状態になっ
ている。 
 
 

2024 年
3 ⽉ 

TUM 内でプロジェクト⽴ち上げに⾄っていないため、
現段階では⾃⾝のプロジェクトの描き⽅・ビジョンに変
化はない。 
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コミュニティ外
の若者プレイヤ
ー 

活動報告がコミュニティ外の
若者に届いているかを報告媒
体へのリーチ数で測定。 
コミュニティ内の若者プレイ
ヤーによる活動に対する認知
の度合い、活動から受けた影
響の有無・程度を関係者にヒ
アリングで測定。 

コミュニティやプロ
ジェクトの認知が進
み、コミュニティ外の
若者が地域活動団体
や事業の⽴ち上げに
興味関⼼がある。 

2025 年
3 ⽉ 

休眠預⾦事業開始時より noteを媒体に⽉ 1 回程度活動
報告およびイベント開催告知を⾏ってきたが、初投稿の
2021 年 6 ⽉ 28⽇以降 2022 年 10 ⽉ 25 ⽇現在、記事の
総ビュー数は 1998、総コメント数は 0、総スキ数は 92
だった。 

コミュニティ内
外 
若者プレイヤー 

プロジェクト参加前後におい
て、地域社会や⾏政とのつな
がりの程度を直接観察・アン
ケートによって測定。 

地域社会や⾏政との
コネクションがあり、
あらゆる若者プレイ
ヤーが地域社会へ参
画できる状態にある。 

2024 年
3 ⽉ 

⼀部の若者プレイヤーにはすでに地域社会への参画に
つながるようなコネクションがあるが、TUM を通して
の活動が開始したばかりのため、今後 TUM への参加・
プロジェクトへの参加を通して地域社会や⾏政とのつ
ながりを広げていく若者プレイヤーが多数である。 

コミュニティ内
の若者プレイヤ
ー 

若者プレイヤーコミュニティ
内で活発な交流・情報共有が
⽣まれているか、及びコミュ
ニティ形成前後の若者プレイ
ヤーたちのプロジェクト⽴ち
上げに対する関⼼度の変化を
直接観察・アンケートによっ
て測定。 

コミュニティへの参
加を通して、若者プレ
イヤーとして⾃らプ
ロジェクト⽴ち上げ
への興味関⼼・意欲が
あり、プロジェクトへ
も積極的に参加した
いと思っている。 

2023 年
1 ⽉ 

• 拠点が想定よりも積極的に活⽤されており、偶然そ
の場に居合わせた若者同⼠の交流が⽣まれている。
事業開始前と⽐較して交流の機会が⽣まれている。 

• 交流の機会が増えている⼀⽅で、プロジェクト⽴ち
上げにつながるような情報交換が⾏われていると
は⾔えない状況である。 

情報交換の頻度の低さからも、プロジェクト⽴ち上げに
対する関⼼度の変化は⾒られない。 
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②  アウトカムの分析「⑧アウトカムの達成度」（※任意） 
評価⼩項⽬ 評価⼩項⽬の評価結果 評価結果の考察 

   

 
 
 

事業のアウトカムの進捗評価 評価結果の考察 
事業のアウトカムの進捗の程度は、事業終了時には 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値を上回っての達成の⾒込みがある  

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成の⾒込みがある 

 þ 短期アウトカムの⽬標値はおおむね達成できる⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は不透明である 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は難しい 

と⾃⼰評価する 

拠点整備が終わり、今後はコミュニティマネジメン
ト・プロジェクト⽴ち上げに向けた活動により⼀層注
⼒できる状態になったこと、事業実施体制の改善によ
り⼈員が確保できたこと、中間報告実施に伴う事業計
画の⾒直しにより活動内容がより明確になったこと
から判断した。 
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B）事業の改善状況の評価 
① 事業の実施過程・事業改善に関する評価 

評価項⽬ 評価⼩項⽬ 評価結果 考察 

実施状況の 
適切性 

活動は計画通りに実施さ
れているか。 
 
 

活動は計画より遅れ
ていると評価する。 

詳細な進捗状況については、進捗報告書 1. 実績値を参照。 
 
アウトプット１ 
〈若者プレイヤーたちがいつでもコミュニティにアクセスでき、⾃
分以外の若者プレイヤーとの交流や今後の活動につながる情報共有
の機会を提供する。〉 
→コミュニティづくりについては概ね計画通りに実施されている。 
⼀⽅で拠点づくり・拠点の運営に関わる活動は達成出来ているもの
の、７ヶ⽉〜8 ヶ⽉ほどの遅れが⽣じている。運営体制の整備や運
営会議の実施等の運営に関する活動はまだ⼿がつけられていない状
況。 
 
アウトプット２ 
〈若者プレイヤーのコミュニティでプロジェクトが⽴ち上がり、若
者プレイヤーがプロジェクト⽴ち上げのスキルや経験を得る機会を
提供する。〉 
→上記アウトプット１の実施の遅れに伴い、プロジェクト⽴ち上げ
に向けた WSやディスカッションの実施が予定より 1 年ほど遅れて
いる。 
 
アウトプット３ 
〈コミュニティの存在や若者プレイヤーの活動を可視化し、地域内
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外の若者に広く認知されるための活動を実施。〉 
→拠点整備の遅れに伴い、拠点開放の予定も８ヶ⽉ほど遅れている。
情報公開に関する活動は⽉ 1 回の noteの更新を⽬標に、概ね達成し
てきていたが、タスク量が増えた 2022 年 7 ⽉以降更新が滞ってい
る。 
 
アウトプット４ 
〈実⾏団体が持つ、地域社会や⾏政等のステークホルダーなどの⼈
的資源を若者プレイヤーとつなげる仕組みを構築する。同時にステ
ークホルダーと直接繋がる機会を提供する。〉 
→ステークホルダーと若者をつなげる活動は当初予定から８ヶ⽉経
つが、実施に⾄っていない。 
 
【原因】 
建設業者による拠点の改装⾒積もりが想定よりも時間がかかり業者
選定に時間がかかったこと、コロナ禍やロシア・ウクライナ問題で
資材の供給が滞り⼯事の着⼯が遅れたことで、拠点の完成が予定よ
りも⼤幅に後ろ倒しになった。 
拠点の完成が後ろ倒しになったことで空いた時間を、当初の計画に
はなかった拠点裏にある休耕農地をシェアガーデンにする活動に充
てたため、アウトプット２〜４の活動を前倒しして実施することで
全体的な活動の遅れを減らすことが出来なかった。 
直接的な事業遅れの原因は上記の通りであるが、①事業計画の活動
内容をさらに細分化・必要作業量を算出し、現状の実施体制で対応
可能なのか ②現在に⾄るまでの実施状況を分析し、作業効率を改
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善すべき部分はないか について今後分析し、残りの期間で短期ア
ウトカムを達成するために必要に応じて事業計画を修正することと
する。 

実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

事業の進捗に伴い、必要な
実施事業の⾒直しが⾏わ
れているか。 

実施事業の⾒直しは
適宜⾏われていると
評価する。 

事前評価および中間評価結果に基づき、資⾦分配団体および評価ア
ドバイザーによる助⾔を元に⼆度に渡って事業計画を更新・修正済
みであること、事業の実施体制についても 2022 年 7 ⽉に改善の検
討・変更を⾏っていることから必要な⾒直しが適宜⾏われていると
判断。 

実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

事業の進捗状況・活動状況
が適切に記録され、共有で
きる状態にあるか。 

事業の活動状況の記
録⽅法、共有⽅法につ
いて検討の余地があ
ると評価する。 

中間評価報告書 A)事業のアウトカムの進捗状況の評価,①短期アウ
トカムの進捗状況の短期アウトカム３で記述している通り、noteを
使って情報発信を⾏ってきたが、コミュニティ外の若者からのイベ
ント参加の問い合わせや活動そのものの反響（TUM MATE加⼊に関
する問い合わせ等）は少なかった。noteの記事の pv数やスキの数か
らも、受益者・地域社会へ情報が開かれているとは⾔い難く、活動
状況の記録⽅法および共有⽅法について再検討の余地があると判断
した。 
今回の評価結果を受け、中間評価終了後の 11 ⽉中を⽬処にメディ
アの再検討、情報拡散⽅法の検討、更新頻度や更新内容の改善を⾏
っていくことを内部事業担当者間で合意した。 

組織基盤強化・
環境整備 

助成終了後も活動を継続
していくための出⼝戦略
の検討がなされているか。 
 
 

助成終了後の事業継
続に向けた資⾦計画
および運営計画の検
討は開始されていな
い。 

事業の実施と中間評価の実施を同時並⾏して⾏う中で、資⾦計画の
策定検討を実施する⼈的・時間的余裕に限界があり、中間評価報告
書提出に合わせての検討を⾒送った。 
年内には計画策定ができるよう検討していく予定であることを事業
担当者間で合意。 
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組織基盤強化・
環境整備 

助 成 終 了 後 も TUM 
PROJECT が継続していく
ための出⼝戦略の検討が
なされているか。 

助成終了 後 の TUM 
PROJECT 継続に向け
た出⼝戦略の検討は
開始されていない。 

TUM PROJECT が⽴ち上がっていないため、出⼝戦略の検討は未実
施である。 

 
② 短期アウトカムの状態の変化・改善に貢献した要因や事例 

受益者間のコミュニケーションを促進する⼿段として、拠点の存在が⼤きくプラスの⽅向に作⽤している。想定より拠点の活⽤が進ん  
でいるため、若者プレーヤー同⼠が顔を合わせる機会が多く、コミュニケーションをとるきっかけになっている。 

 
③ 事前評価時には想定していなかった成果 

団体全体に関わる成果として、事業計画の策定⽅法（特に中⻑期アウトカム〜短期アウトカム〜アウトプット〜活動内容のひもづき）、
事前評価・中間評価を通した事業計画⾒直しと改善⽅法の学びを他事業にも反映させ、団体全体の底上げをしていきたいという意向が
事業担当者の中で⽣まれている。 

 
    
④ 事業計画の改善の必要性の確認 

 þ 社会課題のニーズに事業計画の内容は合致している 
 þ 受益者や事業対象グループのニーズに事業計画の内容は合致している 
 þ 事業計画に記載している活動は、アウトプット➾アウトカムへのつながりが実際に確認できている 
 ☐ 残りの期間の資⾦配分・⼈員体制・スケジュールは活動を円滑に⾏えるよう計画されている 
 ☐ 短期アウトカム指標は、事後評価時に測定し、達成度を評価することが可能な内容になっている 
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⑤ 中間評価結果を踏まえて今後注⼒したいまたは早急に取り組みたい事項をお聞かせください。 
拠点づくりに時間がかかってしまったが、拠点を通して若者プレーヤーが繋がり、プロジェクトを⽴ち上げていくことが本事業の最も⼤
事な活動なので、まずはコミュニティを活性化させるためのコミュニティデザイン・マネジメントに注⼒していきたい。具体的には、以
前はコミュニティメンバー全員にフラットにイベントなどの声かけを⾏ってきたが、今後はプロジェクトへの興味が強い⼈、コミュニテ
ィに積極的に参加している⼈を中⼼にイベントの企画段階から巻き込む→コミュニティ参加の機会を増やす→プロジェクト⽴ち上げに繋
げていく等の戦略を検討・実⾏し、そこからプロジェクトへの興味.・関⼼が薄い⼈へも波及できるようなコミュニティマネジメントにあ
たりたい。 
加えて、助成終了後の本事業の出⼝戦略の検討についても速やかに実⾏したい。 

 

  

事業の改善状況の評価結果 評価結果の考察 

残りの事業期間で、事業が短期アウトカムを達成する
ために 
☐ 事業計画は適切に改善されたといえる 
þ 事業計画を適切に改善する⾒込みがある 
☐ 事業計画の改善について、課題が残っている 
 

と⾃⼰評価する 

中間評価結果を受けて、全てを即座に事業計画に反映できたわけではないものの、
評価実施の過程で事業計画の改善点を洗い出すことができたと判断した。 
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添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度）  
 
 


